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＜広域避難所運営班＞

災害対策本部の体制(2)
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C：

＜救援物資調達班＞

名神高速北西ブロック長

広域拠点

＊ブロック長はプロジェクトメンバーより選出

Ｂ

Ｃ

Ａ

※広域拠点とは、

物資配布と避難生活支援を

行う地域の防災活動拠点

＜情報連絡班＞

名神高速南東ブロック長
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＜救援物資調達班＞

名神高速北西ブロック長

広域拠点

＊ブロック長はプロジェクトメンバーより選出
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Ａ

※広域拠点とは、

　物資配布と避難生活支援を

　行う地域の防災活動拠点

＜情報連絡班＞



名神高速南東ブロック長
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主な仕事 役割 班

災害対策本部の立ち上げ

組織体制の決定とリーダー任命

災害対策本部の統括指揮

本部長

本部 対策本部の運営、リーダー間調整 副本部長

対策本部立ち上げのための事務処理、運営実務業務全般 事務局

草津市、医療機関等との情報送受信と整理

・物資調達と救援要請の情報送受信と整理

・消防署、医療機関連携、他各種情報の送受信と整理

対外折衝

リーダー

担当ブロックの町内より以下情報の収集、集計

・町内会の連絡体制の確認

・町内会の安否情報の確認

・負傷者、要救出者情報

・被害状況（倒壊、閉じ込め、火災など）

・避難情報（一次避難状況・在宅避難者数・避難所希望

者数など）

・支援情報（必要支援物資、数量）

・本部支援可能人数

・避難所への町内会情報の提供と町内会との調整

ブロック長

(北西・南東)

情報

連絡班

開設準備、鍵開錠 （草津市）

広域

避難所

運営班

避難所運営業務全般のとりまとめ

対策本部、各町内会支援者との連携

外国人への対応、総合的な調整、ボランティア対応

総務班

避難所の配置計画

避難者名簿の作成及び管理、関係情報の提供等

名簿班

食料の配給、不足する食料の要請等 食料班

生活物資の配給、不足する物資の要請等

防災備品の活用

物資班

負傷者、災害時要援護者への支援等 救護班

衛生環境の管理、健康管理、子どもたちへの対応等 衛生班

避難者の呼び出し業務、避難者向け各種情報の伝達 連絡・広報班

各拠点要望数まとめ

食料、水、その他備品の不足分調達

救援物資の受取りと配分

物資配給記録

拠点リーダー

(○か所)

救援物資

調達班

※広域避難所運営班は「草津市避難所開設キット手順表」参照

志津南災害対策本部の役割
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		班		役割		主な仕事

		本部
 
 		本部長		災害対策本部の立ち上げ
組織体制の決定とリーダー任命
災害対策本部の統括指揮

				副本部長		対策本部の運営、リーダー間調整

				事務局		対策本部立ち上げのための事務処理、運営実務業務全般

				対外折衝
リーダー		草津市、医療機関等との情報送受信と整理
・物資調達と救援要請の情報送受信と整理
・消防署、医療機関連携、他各種情報の送受信と整理

		情報
連絡班
 		ブロック長
(北西・南東)		担当ブロックの町内より以下情報の収集、集計
・町内会の連絡体制の確認
・町内会の安否情報の確認
・負傷者、要救出者情報
・被害状況（倒壊、閉じ込め、火災など）
・避難情報（一次避難状況・在宅避難者数・避難所希望
　者数など）
・支援情報（必要支援物資、数量）
・本部支援可能人数
・避難所への町内会情報の提供と町内会との調整

		広域
避難所
運営班
 
 
		（草津市）		開設準備、鍵開錠

				総務班 		避難所運営業務全般のとりまとめ
対策本部、各町内会支援者との連携
外国人への対応、総合的な調整、ボランティア対応

				名簿班 		避難所の配置計画
避難者名簿の作成及び管理、関係情報の提供等

				食料班 		食料の配給、不足する食料の要請等

				物資班		生活物資の配給、不足する物資の要請等
防災備品の活用

				救護班		負傷者、災害時要援護者への支援等

				衛生班		衛生環境の管理、健康管理、子どもたちへの対応等

				連絡・広報班		避難者の呼び出し業務、避難者向け各種情報の伝達

		救援物資
調達班		拠点リーダー
(○か所)		各拠点要望数まとめ
食料、水、その他備品の不足分調達
救援物資の受取りと配分
物資配給記録



※広域避難所運営班は「草津市避難所開設キット手順表」参照

志津南災害対策本部の役割
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志津南学区で発災した被害状況に関する情報（安否確認

避難状況等）は、その都度各町内会から直接志津南災害

対策本部にあげる

災害時には必ず情報をあげてください

情報集約体制

若草町１丁目 追分南１丁目 岡本町

(

？

)

若草町２丁目 追分南２丁目

・・・ ・・・

志津南災害対策本部

・・・ ・・・
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　志津南学区で発災した被害状況に関する情報（安否確認

　避難状況等）は、その都度各町内会から直接志津南災害

　対策本部にあげる



　災害時には必ず情報をあげてください

情報集約体制

若草町１丁目

追分南１丁目

岡本町(？)

若草町２丁目

追分南２丁目

・・・

・・・



志津南災害対策本部

・・・

・・・
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■ 安否確認用紙及び避難状況表の参考様式

各町内会での情報集約方法

・安否確認方法は各町内会に適した方法で実施する

・各町内会で安否情報を取りまとめ、以下の様式を参考に

志津南災害対策本部の情報連絡班に報告する

安否確認方法
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■　安否確認用紙及び避難状況表の参考様式

各町内会での情報集約方法

・安否確認方法は各町内会に適した方法で実施する



・各町内会で安否情報を取りまとめ、以下の様式を参考に

　志津南災害対策本部の情報連絡班に報告する





安否確認方法
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広域拠点の役割

町内会を幾つかのグループに分け、グループごとに

以下の２つの広域拠点を設定する

物資調達拠点

支援物資の配布拠点として活用

避難生活拠点

臨時避難所が使えない場合、避難生活が長期に

わたる場合に活用

①救援物資の集積場所

②食料、水、生活用品の備蓄

③救助活動に使用する防災資機材の保管場所

④被災者の長期的な受け入れ、避難場所

広域拠点は、災害時の迅速な支援（効率的な物資配布、

避難生活）を行うために設ける

広域拠点について

広 域 拠 点

物資調達拠点 避難生活拠点

臨時避難所に避難できない場合や、避

難生活が長期にわたる場合、広域拠点

避難所として活用する

災害対策本部が決定した物資量を

受け入れ、各町内会が受け取りに行く

町内会

町内会

町内会 町内会

町内会
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広域拠点の役割

　町内会を幾つかのグループに分け、グループごとに

　以下の２つの広域拠点を設定する



　物資調達拠点 

　　支援物資の配布拠点として活用

　

　避難生活拠点

　　 臨時避難所が使えない場合、避難生活が長期に

　　わたる場合に活用



①救援物資の集積場所

②食料、水、生活用品の備蓄

③救助活動に使用する防災資機材の保管場所

④被災者の長期的な受け入れ、避難場所

広域拠点は、災害時の迅速な支援（効率的な物資配布、避難生活）を行うために設ける

広域拠点について

広　域　拠　点

物資調達拠点

避難生活拠点

　臨時避難所に避難できない場合や、避

　難生活が長期にわたる場合、広域拠点

　避難所として活用する

　災害対策本部が決定した物資量を

　受け入れ、各町内会が受け取りに行く

町内会

町内会

町内会

町内会

町内会
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指定避難所の開設・運営・閉鎖までの流れ

■市役所

施設管理者(校長等)

◆その他連携

地域住民

自治会・自主防災会役員

指定避難所

自身や家族の安全確保

隣近所の被害状況の確認

■職員の参集

■市災害対策本部体制の

確立

■被災状況の把握

■指定避難所対応職員到

着

3～72時間をめど

■避難所開設状況の把握

■食料・飲料水等の分配

■福祉避難所の開設

■死者・行方不明者の対応

■関係機関との連絡調整

運営委員会への参加

運営会議への出席

地域と連携し、避難所運

営を支援

◆災害ボランティアセンター

開設準備

◆ライフラインの確保

3日～3週間をめど

■り災証明の受付

■義援金等の受付

■相談窓口の開設

学校再開の準備

◆家屋応急危険度判定

◆災害ボランティアセンター

開設・運営

◆医療対応が保健・福祉対

応へ移行

◆生活衛生関係施設の状

況把握と情報提供

■仮設住宅の建設計画

学校再開

地域の一時集合場所に集合

自治会単位で安否確認

●避難行動要支援者の

救助

●地域内の出火確認と初

期消火、救出・救護活動、

安否確認の継続

●自宅に被害がある人は

避難場所へ行く準備

●役員は自分と家族の無事を伝

えて、指定避難所へ移動する

避難誘導 準備～開設

●要配慮者を支援しなが

ら避難

●避難所が開設されるま

でグラウンド等で待機

□解錠

□学区災害対策本部の立ち上げ

□建物等が使用できるか点検

□避難者の受け入れ準備(居住

スペースの割り振り、災害用トイレ

の設置など)

□避難者の受付開始(避難者数

の把握、避難者名簿づくりなど)

※混乱がないよう避難者を誘導

●地域ぐるみで避難所運

営に参加

●自治会の安否確認終

了

●要配慮者の緊急入所・

福祉避難所・福祉避難室

への対応終了

●1週間をめどに学区内の

安否確認終了

●役員は、運営委員会の設置を

もって、後方支援に回る

運営体制づくり

□運営委員会の設置

□運営会議の開催

□活動班の設定

※避難所居住者を中心に運営

運営

□行政との連絡体制の確立

□在宅避難者への対応

□地域住民のニーズ(要求)の

把握

□救援物資の確保・管理

安定化

□生活ルールの確立、プライバ

シー確保の対策

□感染症の予防、常備薬の

確保

□居場所づくり

□相談体制の確立、こころの

ケア(遺族を含む)

□その他衛生管理・栄養管理・

健康維持

統廃合

□運営体制の見直し

閉鎖

□運営記録の整理

□清掃

発災

３分

３０分

１時間

３時間

48時間

３日

３週間

撤収

出火はないか・救助の

必要な人はいないか

非常持ち出し品や

消火・救出活動に必

要な資機材を持って

●民生児童委員・福祉推

進委員との連携
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指定避難所の開設・運営・閉鎖までの流れ

		指定避難所		自治会・自主防災会役員		地域住民		■市役所
▶施設管理者(校長等)
◆その他連携

				自身や家族の安全確保				

				隣近所の被害状況の確認				

				地域の一時集合場所に集合

自治会単位で安否確認				■職員の参集







■市災害対策本部体制の確立
■被災状況の把握
■指定避難所対応職員到着

3～72時間をめど
■避難所開設状況の把握
■食料・飲料水等の分配
■福祉避難所の開設
■死者・行方不明者の対応
■関係機関との連絡調整

▶運営委員会への参加
▶運営会議への出席
▶地域と連携し、避難所運営を支援

◆災害ボランティアセンター開設準備
◆ライフラインの確保






3日～3週間をめど
■り災証明の受付
■義援金等の受付
■相談窓口の開設

▶学校再開の準備

◆家屋応急危険度判定
◆災害ボランティアセンター開設・運営
◆医療対応が保健・福祉対応へ移行
◆生活衛生関係施設の状況把握と情報提供

■仮設住宅の建設計画
▶学校再開

				●役員は自分と家族の無事を伝えて、指定避難所へ移動する		●避難行動要支援者の救助
●地域内の出火確認と初期消火、救出・救護活動、安否確認の継続
●自宅に被害がある人は避難場所へ行く準備		

				準備～開設		避難誘導		

				□解錠
□学区災害対策本部の立ち上げ
□建物等が使用できるか点検
□避難者の受け入れ準備(居住スペースの割り振り、災害用トイレの設置など)
□避難者の受付開始(避難者数の把握、避難者名簿づくりなど)
※混乱がないよう避難者を誘導		●要配慮者を支援しなが　
ら避難

●避難所が開設されるま
でグラウンド等で待機		

		運営体制づくり		●役員は、運営委員会の設置をもって、後方支援に回る
		●地域ぐるみで避難所運
営に参加




●自治会の安否確認終了
●要配慮者の緊急入所・福祉避難所・福祉避難室への対応終了


●1週間をめどに学区内の安否確認終了		

		□運営委員会の設置
□運営会議の開催
□活動班の設定
※避難所居住者を中心に運営						

		運営						

		□行政との連絡体制の確立
□在宅避難者への対応
□地域住民のニーズ(要求)の　
　把握
□救援物資の確保・管理						

		安定化						

		□生活ルールの確立、プライバ
　シー確保の対策
□感染症の予防、常備薬の
　確保
□居場所づくり
□相談体制の確立、こころの
　ケア(遺族を含む)
□その他衛生管理・栄養管理・　
　健康維持						

		統廃合						

		□運営体制の見直し						

		閉鎖						

		□運営記録の整理
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南海トラフ地震や琵琶湖西岸断層帯地震など想定され

る地震を確認した上で、「想定震源断層」に捉われず、

耐震化などを考慮し、志津南学区では震度５強以上で

災害対策本部を立ち上げる

■ 草津市・志津南学区・各町内会との関係図（イメージ）

志津南災害対策本部

・志津南災害対策本部は志津南まちづくりセンター内に設置

・草津市と志津南学区の情報連携や支援要請は志津南災害対策

本部に集約

・各町内会は「物資調達」と「避難生活」の観点からグルー

ピングし広域拠点を設定

災害対策本部立ち上げ基準
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